
４ アジア最大プレミアム客船『World Dream 乗船顛末記』 

クルーズ会社パンフレットより 

今回の旅の最大の目的である。 

 私たちは、3 年前にインドから帰ってからは船旅を続けていた。 

 昨年の年初に乗った Pride of America の船旅が素晴らしかったので、今年の年初も船旅を計画した。 

 当初は、カリブ海、地中海、アラスカの船旅を考えたが、夜間の⾧時間飛行が辛いので東南アジア近

辺で探していたところ「アジア最大でアジア初のプレミアム客船」と言うキャッチフレーズに惹かれて、

半年前に『World Dream Offshore cruise』に決めた。 

今回は World Dream に乗るために費用と時間をかけてわざわざ香港まで行った。 

以下は、還暦をとうに過ぎ古希に近い「おじさんとおばさんの乗船顛末記」である。 

  

始めに『World Dream』について簡単に紹介する。 

 竣工：2017 年 11 月 総トン数：150,695 トン 全⾧：335 m 船幅：40 m デッキ数：18 

 客室数：1,686 室   乗客定員数：3,376 名  乗組員数：2,016 名 

平日は４泊５日の東南アジアクルーズを行い、週末は 2 泊 3 日の Offshore cruise を行っている。 

  
World Dream については次のＨＰに詳しい。http://www.dreamcruises.jp/dreamcruise-world.html 



§Weekend Offshore Cruise§ 

このクルーズの良さは、金曜日の夜に出港して日曜日の朝に帰港する 2 泊 3 日の週末クルーズプラン

「WEEKEND ISLAND WANDERING」である。 

金曜日の２１時に香港のカイタック・クルーズターミナルを出港して、土曜日は終日航海して香港南

方沖合２０海里（約３７Km）の海域に東西１１海里（約２０Ｋｍ）にわたって散らばる小島や島礁の景

色を楽しみ日曜日の朝 8 時には香港に戻る。 

日本からでも金曜日を休暇にして午前便で日本を出発すれば夜の 9 時の出港には十分に間に合うし、

日曜の午前中に下船して香港市内でランチを楽しんで午後便で帰国すれば終電が気にならない時間に

帰宅できる。 

これなら週明けの仕事にも影響はしない。 

忙しいサラリーマンでも３日間の休みでちょっとした船旅ができる時代になったのである。 

§クルーズターミナル§ 

カイタック・クルーズターミナルは、啓徳空港の跡地に２０１３年に建設された。 

建物の外観は、スタイリッシュかつモダンな新しいクルーズターミナルである。 

香港に着陸する飛行機からもその近代的な姿がひときわ異彩を放っているのが見える。 

 
運営会社のパンフレットより 

香港空港からはタクシーで約 1 時間（３１０HKD）である。 

私たちは香港エアポートエクスプレスで九龍駅まで乗り、そこからタクシーで向かった。 

タクシーで直接行くのとほぼ同じ約 1 時間（３００HKD）である。 

香港市内の道路は、慢性的に混雑しているので九龍駅経由がお勧めである。 

３人以上で時間に余裕がある場合は、香港空港から直接タクシーで向かう方がお勧めである。 

クルーズターミナルには、２２万トン級の大型客船が２隻停泊できる。 

私たちが行った１月１１日には、『サファイア・プリンセス』が停泊していた。 

サファイア・プリンセスは、ダイヤモンド・プリンセスと同様に三菱重工⾧崎造船所の技術を結集し

２００４年に竣工した大型客船である。洗練されたフォルムが素晴らしい。 

総トン数：115,875 トン 全⾧：290 m 船幅：38 m 乗客数：2,678 名 乗組員数：1,100 名 



 
 カイタック・クルーズターミナルに停泊中の『サファイア・プリンセス』 

§いざ、乗船§ 

乗船手続きは午後６時３０分からであるが、私たちは少し早いが午後５時頃にはクルーズターミナル

に着いていた。 

 待合室には、1 時間半前にもかかわらず多くの乗船客がいた。 

午後６時３０分からはカウンターでの手続きで自動チェックインは午後５時から可能である。 

ほとんどの乗船客は自動チェックインで乗船手続きを済ませていた。 

午後６時３０分から始まったカウンターでの手続きは閑散としていた。 

３,０００人を超える乗船手続きの混乱を考え、早めにターミナルに行ったが杞憂に終わった。 

さすがは毎週にクルーズを運航している船会社である。 

 



乗船手続きの最中に係員は私たちの船室クラスを盛んに聞く。 

自動チェックインの場所も船室クラスにより分かれている。 

船内で利用するＩＣカードの色も船室クラスにより分かれている。 

待合室も船室のクラスにより分かれている。 

World Dream はモノプレミアム船であり、乗船前から船室クラスで対応が違うのが不可解である。 

 

World Dream は、いつの間にかクルーズターミナルに入港し出航の準備をしていた。 

午後 7 時頃に待合室のガラスが色鮮やかになっていたのに気付き、急いで窓際から写真を撮ったが船

体が大きすぎてカメラに全体が収まらない。 

何しろ、⾧さ３３５ｍ、幅３４ｍで２０階建ての巨大マンションと同じ大きさである。 

陸のトラックと比べれば、その大きさがお分かり頂けるだろうか。 

 

カイタック・クルーズターミナルに停泊中の『ワールド・ドリーム』 

午後 8 時を過ぎて乗船が始まった。 

乗船の順番も船室クラスで分かれている。 

私たちの横を赤いＩＣカードの乗客が平然と追い抜いていく。 

増々、不可解である。 

理由を係員に聞いても要領を得ない。 

多少の戸惑いと共に私たちも乗船した。 

乗船手続きについては、別紙「World Dream クルーズガイドブック」に詳しい。 



§いざ、出航§ 

 World Dream は、定刻の午後９時に静かにクルーズターミナルを離れた。 

 昼間の出航では、ターミナルでの見送りや船上での飲物サービスなど賑やかであるが、見送る人もな

くほとんど乗客が気付く事もなく、World Dream は香港の夜景に見送られいつものように出航した。 

 他のクルーズに比べてデッキに出ている乗客も少ない。 

 きっと、船内で遅い夕食を争って食べているのだろう。 

 World Dream の乗客たちからは、何故か船旅を楽しむという雰囲気があまり感じられない。 

 

§いざ、下船§ 

 乗船手続きは World Dream クルーズガイドブックに詳しい説明があり理解していたが、下船手続き

は「船内新聞をご参照ください。」とだけあり、さっぱり判らない。 

 クルーズ中に何回かレセプションに行って聞いてみるが、さっぱり判らない。 

３，０００人を超える乗客が大きな荷物を持って一斉に下船するのである。 

最初と最後では相当な時間差が生じる。 

これまでのクルーズでは、船室クラスやデッキなどにより纏まって下船していた。 

しかし、自分で荷物を持って下船する場合は先着順である。 

私たちは、いつも荷物は自分たちで持って早く下船していた。 

前回のハワイクルーズでは、この方法で全乗船客中２番目に下船した。 

World Dream の下船方法は、私たちにとって早めに知りたい情報であった。 

乗船日に配布された船内新聞にも下船手続きは書いてない。 



ある時レセプションの前を通るとオフィサーらしい制服を着た女性がいた。 

早速、下船手続きについて聞いてみた。 

・先着順の下船はない 

・下船はデッキで纏まってする 

・荷物は午前２時までに船室前の廊下に出せば係員がタグをつけて下す。 

・荷物は下船後にデッキ毎に所定の場所で渡す 

・デッキ１３の私たちは明朝９時１５分までにデッキ７のシアターに集まる 

・下船方法の詳しいことは、今夕に配布される船内新聞に記載されている 

実に見事な対応である。 

レセプションの係員は、この種の情報は持っていないようである。 

これからは、この種の質問は係員ではなくオフィサーに聞くことにする。 

 

ここからは、World Dream の船旅の様子について説明する。 

§船室の紹介§ 

World Dream には、広さも設備も異なるピンからキリまで１,６８６もの船室がある。 
これらの中からどのようにして船室を選ぶかは船旅の悩みの一つである。 

 私たちは、基本的に予算とコストパフォーマンスを重視して選んでいる。 

 上層階の船の重心に近い部屋である。 

 ここだとエレベータにもレストラン等にも近く静かで揺れない部屋になる。 

船旅を楽しむには船室の占める割合は意外に大きい。 

 そのために、部屋を自由に選べるようにできるだけ早期に予約するように心がけている。 

  

 私たちは迷う事なく１３０９７室を選択した。 

 
インテリア ステートルーム（13 ㎡）船会社のパンフレットより 



 
船室のＴＶ画面より 

ドリームクルーズ所属客船の船室番号は、下 3 桁がデッキにおける場所を上 1～2 桁がデッキ番号を

示す。 

デッキ番号はデッキプランと一致しており右三桁については 

・偶数は窓のある外側船室 

・奇数は窓のない内側の船室 

・右舷側船室は船首から船尾に向かって 001～499 

・左舷側船室は船首から船尾に向かって 500～999 

というルールになっている。 

World Dream は右舷側通路と左舷側通路で床に敷いたじゅうたんの色が同じなので、意外と自分のい

る場所が分からない。 

そのようなときは、外側船室の部屋番号を参照すれば自分の居場所を簡単に把握できる。 

 
前回の Pride of America では、床のじゅうたんに描かれた魚の泳ぐ方向で船先と船尾が判別できた。 

アメリカ船と中国船でこんな所にも国民性の違いが出ておりとても興味深い。 



参考までに World Dream の最高クラスの船室の写真を載せておく。 

船室の広さは、私たちの船室１３０９７室の１７倍である。 

 
パレス ヴィラ（約 224 ㎡）船会社のパンフレットより 

§レストランの紹介§ 

World Dream はアジア最大の船だけあって有料無料を合わせて１３のレストランがあり、２,５８３

人分の席が用意されている。 

船旅で良く経験するビュフェレストランでの入口待ちの風景は World Dream では皆無である。 

食事についてもゲンティン香港が運用する船だけあって本格的な料理を出しており申し分ない。 

中でも本場の中国料理は逸品である。 

食べ慣れていないが海鮮料理が秀悦である。 

World Dream では、小食の方でも船賃分は十分に回収できる。 

 

今回、私たちが利用したのはインターナショナルビュッフェ・リドとメインダイニング・ドリームダ

イニングルームの二つのレストランである。 

１３もあるのに何故、二つのレストランなのか。 

好きなものを好きなだけ食べられるからと言うのは表向きの理由である。 

歳と共に食に対する関心が薄れている事とこれらが無料レストランであることが本当の理由である。 

リドはインターナショナル料理、中華料理、インド料理など豊富な品揃えを誇る。 

そのうえ、目の前で切り分けてもらえる肉料理やその場で作ってもらえる麺類なども楽しめる。 

 ドリームダイニングルームは、デッキ７と８の２階層のレストランで収容数は８９２名を誇る。 

 デッキ７ではインターナショナル料理が、デッキ８では本格的な中国料理が提供される。 



 
 インターナショナルビュッフェ・リド 船会社のパンフレットより 

 
メインダイニング・ドリームダイニングルーム 船会社のパンフレットより 



 参考までに、有料レストランの写真を記載する。 

  

  
   パレスレストラン 定員：１００名      プライムステーキハウス 定員：７２名  

  

   シーフードグリル 定員：７８名       シルクロードレストラン 定員：１２８名 

 
ヴィンテージルーム 定員：１０名 



§バー・ラウンジ§ 

 バー・ラウンジは１２ある。 

 意外にもバーやラウンジが充実しているが、利用している乗客はまばらである。 

ジョニーウォーカーバーをはじめ、シャンパンバー、ワインバー、カクテルバーと趣向を凝らしたバ

ーの中からお気に入りのカクテルでナイトライフを満喫できる。 

私たちは飲まないのでバー・ラウンジには関心はない。 

 変わったバーとして船の中央に『バー３６０』がある。 

 定員は僅かに２７名であるが吹き抜けの円形で中央にステージがある。 

 このステージが連夜のエンタティメント会場になる。 

 観客は各デッキの周りで観賞する。 

 

   



 参考までに、バー・ラウンジ写真を記載する。 

  

  
            ミクストカクテルバー                 ペンフォールズワインヴォールトワインバー 

  

バブルスシャンパンバー                         レッドライオンバー 



§本格シアター§ 

Word Dream はゲンティン香港が運用している。 

ゲンティン香港クルーズラインは、スタークルーズ、ドリームクルーズ、クリスタルクルーズという

それぞれに異なる３つのクルーズブランドを統括するブランドの総称であり、レジャー、エンタティメ

ント、およびホスピタリティなどの事業を国際的に展開している。 

そのためエンタティメントは、これまでの船に比べてとても充実している。 

１,０００席を誇る本格シアターでは、連夜、迫力溢れるショーを楽しめる。 

各ショーの時間は船内新聞「ドリームデイリー」で知らされる。 

ショーのご予約は、ボックスオフィスまたはドリームクルーズの専用アプリから可能である。 

  

 



 

 



§娯楽施設§ 

 大型船にある娯楽施設は一通り揃っている。 

World Dream は１５万トンを超え大型よりも巨大と言うのが相応しい。 

その巨大な空間を利用して屋内/屋外にこの船ならではの数々の娯楽施設がある。 

残念ながら私たちは一つも利用していない。 

と言うよりも、すべての施設が若い人向きでおじさんとおばさんには無理なのである。 

以下は、船会社のパフレットより抜粋である。 

「屋外には、ミニサッカーができるコートや 7 周で 1km になるジョギングコース、そして、クライミ

ングウォールなどを設けている。なかでもユニークなのが 5 本もチューブを用意したウォータースライ

ダーとロープと鉄骨を組み合わせたアスレチックコース「ロープコース」だ。ロープコースの最後は舷

外に張り出したロープにハーネスをかけて海の上の滑り降りる「ジップライン」を体験できる 

屋内には、若い世代の利用者に訴求すべく Samsung の VR システム「Gear VR」と Icaros の“フィッ

トネス”ギア「iCAROS」を組み合わせたハンググライダー/マリンダイビングシミュレータや Virtuix の

歩行型 VR デバイス「Virtuix Omni」と HTC の VR システム「HTC Vive」を組み合わせた FPS と、日

本でもまだ発売されたばかりの最新デバイスで VR ゲームを体験できる。」 

 

 



秘密の Bridge Viewing Room 

World Dream にはいわゆる船内見学ツアーはない。 

代わりに秘密の部屋 Bridge Viewing Room がある。 

Bridge Viewing Room の存在は、乗客にはあまり知られていない。 

デッキ 15Crystal Life 右舷側通路を前方に向かって突き進むとその先に Bridge Viewing Room である 

Bridge Viewing Room である。 

こじんまりした、一見、何の変哲似ない部屋である。 

正面ガラスの向こう側がブジッジである。 



 
見学したのは乗船２日目の午後２時頃である。 

南シナ海洋上を航行中。 

ブジッジに居たのは僅か２名の航海士のみ。 

World Dream は１５万トンを超える巨大な船である。 

最新の電子航法システムと慣性航法システムの凄さを実感する。 

   
幹部オフィサーの写真が飾ってあった。 

驚くのは彼らの年齢である。左から３４才、３９才、３９才である。 

私たちの息子よりも若い！！ 



§その他の主要施設§ 

World Dream には大型船にある施設はほとんどあるが、ゲンティン香港が運営しているだけあってレ

ジャー、エンタティメント、ホスピタリティ関係の施設が充実している。 

以下に、主要な施設を写真で簡単に紹介する。 

 
『レセプション』日本語は通じない。英語ができる係員も少ない。 

 
『絵画ギャラリィ』中国系の絵画が多くあまり関心が湧かない。 



 
『ブランドショップ』有名ブランドがあるが地元が香港であり利用する人はあまりいない。 

 
『ジャグジィ』大型客船には珍しくほとんど空いている。水着着用。 

 

『デッキシアター』夕刻から夜にかけて映画が上映される。 



 
『スパ＆マッサージ』妻がヨガの際に利用した。 

 

『屋上プール』大きなスライダーもあり、多くの子供で昼間は大変混雑している。 

 



Shin732 は見た！World Dream の正体 

 今回の船旅では乗船前から不可解な事が多かった。 

 Offshore Cruise なので寄港地観光があるわけではなく船内の娯楽設備も若者向きなのに、私たちと同

じくらいの年齢の人が大勢乗船していた。 

 その乗客も船旅を楽しんでいる様子があまり感じられない。 

一体、何の目的で船旅をしているのだろうか。 

乗船日に夕食を同席した香港の人は、月に一回は乗っていると言っていた。それも毎回一人である。 

船旅では日中はプールやジョギングなど屋外で楽しむ乗客の姿があるが World Dream では屋外のプ

ールなどは子供が多く屋内の娯楽施設も若者で溢れているが、大人の姿はあまり見られない。 

一体、あの乗客たちは何処へ行ってしまったのだろうか。 

 

その理由は、直ぐにわかった。 

乗客の多くはカジノ施設に居るのである。俗に日本で言う賭場である。 

World Dream はデッキ６の半分が広大なカジノ施設となっている。 

数百を超えるルーレットやブラックジャックなどのゲーム台が整然と並んでいる。 

香港や中国本土にはカジノはないが、お隣のマカオはラスベガスに次ぐカジノ天国である。 

乗客の多くは、カジノ経験者でしかもベテラン揃いである。 

マカオのカジノに飽きたら、週末を利用してカジノ船で遊んでいるのである。 

World Dream に乗るのは船旅を楽しむためではなく賭博をするためである。 

World Dream なら子供たちの面倒を見る必要もない。 

World Dream の正体は、クルーズ船ではなく『カジノ船』なのである。 

通る度に同じ人を見かけるので、一日中、賭博をしているのだろう。 

マナーは最悪である。 

ルーレットをガンガン叩いているおばあさんやゲーム台の前でブツブツと呟いているおじいさん。 

飲食をしながらの賭博。掛けていないのに周りで叫んでいる人。 

綺麗なカジノの独特な雰囲気を味わおうと思っても人の叫び声と人だかりが凄い。 

賭博に興じているのは大半が本土からの中国人の金持ちである。 

その証拠に香港のクルーズターミナルで下船した乗客は３，０００人の内の僅か数百人であった。 

香港の人は付き合いでたまにカジノに行く事があっても個人的には行かない。 

    



World Dream の船旅を終えて 

 今回の船旅は、15 万トンを超える船での船旅を経験するのが目的である。 

 その意味では、当初の目的は達成できた。 

 しかし、優雅な船旅という点では私たちの想像とはまったく違っていた。 

 

今回の船旅のポイントは３つある。 

一つ目は、ゲンティン香港の船である。 

二つ目は、無寄港地の洋上クルーズである。 

三つ目は、香港基点の週末航海である。 

 

これまでの船旅とはかけ離れているのはわかっていたがカジノ船とは思わなかった。 

船会社や旅行会社や乗船記を読んでもカジノの事はほとんど書かれていない。 

World Dream が南シナ海を漂うカジノ船である事など思いも寄らなかった。 

料金がリーズナブルな理由もカジノ船だからなのかも知れない。 

乗船前に係員が日本人だとわかると船室クラスを聞いてくる理由も納得した。 

一人で月に一回は乗船する訳も理解できた。 

『パレスクラブ』という桁違いの船室があることも理解できた。 

 

結論、World Dream は洋上に浮かぶ広大なカジノ船である。 

 

２度目は無いと思うが、万が一、乗る機会があった際にはブラックジャックのやり方を理解して船賃

を稼ぎたい。 

いろいろな感性の船旅を経験したい方には良いかもしれないが、いわゆる船旅をしたい方には World 

Dream はお勧めしない。 

 

私たちが自信もってお勧めするのは、Pride of America で行くハワイ四島の船旅である。 

 

 


